
《参
さんこう

考になる資
しりょう

料》	 	 	 	 CO2 削
さくげんかつどう

減活動の参
さんこう

考になるサイト紹
しょうかい

介

・環
かんきょうしょう

境省
「2015 年

ね ん ど ば ん
度版ハグくんといっしょに地

ちきゅう
球を守

まも
ろう！」

10-11 ページ『今
き ょ う

日からできる地
ちきゅうおんだんかたいさく

球温暖化対策』
https://www.env.go.jp/kids/hakusyo/page5.html

・環
かんきょうしょう

境省「こども環
かんきょうはくしょ

境白書」
https://www.env.go.jp/policy/hakusyo/kodomo.html

・環
かんきょうしょう

境省
「みんなで変

か
える地

ちきゅう
球の未

み ら い
来～脱

だつたんそしゃかい
炭素社会をつくるために～」

http://eco.env.go.jp/lib/env/cn_education/index.html

・環
かんきょうしょう

境省「カーボンニュートラルとは？」
https://ondankataisaku.env.go.jp/carbon_neutral/about/

・環
かんきょうしょう

境省「ecojin エコジン」
https://www.env.go.jp/guide/info/ecojin/

・国
こくりつかんきょうけんきゅうじょ

立環境研究所「環
かんきょうもんだい

境問題をわかりやすく」
https://www.nies.go.jp/kankyomondai/

・和
わ か や ま け ん

歌山県ホームページ「わかやまこどもエコチャレンジ」
（過

か こ
去の入

にゅうしょうさくひん
賞作品が見

み
られるよ。）

https://www.pref.wakayama.lg.jp/prefg/
032000/kodomoecochallenge/gaiyo.html

◆提
ていしゅつ
出していただいた活

かつどう
動レポートは、返

へんきゃく
却いたしません。 ◆完

かんせい
成した活

かつどう
動レポートは学

がっこう
校に提

ていしゅつ
出してね。

2024

保護者の皆さまへ
《活動レポートに取組に当たって》

今年 3 月、世界気象機関は、2023 年は観測史上最も温暖な年となったと発表しました。今や地球温暖化対
策は待ったなしの状態です。地球温暖化は、県の特産品のみかんや梅への影響だけでなく、突然の豪雨による
学校の休校、炎天下でのスポーツの制限などこどもたちにも影響が出ています。

和歌山県では、2050 年カーボンニュートラルの実現に向け、さまざまな取組を進め脱炭素社会の実現を目
指しています。（詳細は、県広報誌『県民の友』令和６年６月号をご覧ください。）

この機会にぜひご家庭でもこどもたちと一緒に地球温暖化について考え、CO2 排出量削減に向けてできるこ
とを行い、その活動をレポートにしてご応募していただければと思います。

《作品の公開について》
裏面において保護者の氏名がある場合に限り、作品の公開と審査をさせていただきます。また毎年入賞した

作品を環境イベントで表彰させていただいております。詳細は上記和歌山県ホームページ「わかやまこどもエ
コチャレンジ」よりご確認ください。（ホームページの更新は７月上旬頃の予定です。）

小
しょうがっこう

学校４，５，６年
ねんせい

生のみんなへ

《はじめに》
「地

ちきゅう

球温
おんだんか

暖化」という言
こ と ば

葉を知っているかな。地
ちきゅう

球の温
お ん ど

度が上
あ

がることだよ。小
しょうがっこう

学校の教
きょうかしょ

科書にものっている
言
こ と ば

葉だから、聞
き

いたことがある子
こ

も多
おお

いかな。では地
ちきゅうおんだんか

球温暖化になるとどういったことが起
お

こるか分
わ

かるかな。
和
わ か や ま け ん

歌山県でも様
さまざま

々な問
もんだい

題が起
お

こっていることも知
し

っていたかな。例
たと

えば、県
けん

の特
とくさんぶつ

産物であるみかんや梅
うめ

の生
せいいく

育
にも影

えいきょう
響が出ているという報

ほうこく
告があるよ。調

しら
べてみると、自

じ ぶ ん
分たちの身

み ぢ か
近なところで地

ちきゅうおんだんか
球温暖化の影

えいきょう
響が出

で
て

いることが分
わ

かるよ。
また、地

ちきゅうおんだんか
球温暖化は、空

く う き
気の中

なか
に含

ふく
まれている CO2（二

に さ ん か た ん そ
酸化炭素）の量

りょう
が影

えいきょう
響していることは、知

し
っていた

かな。私
わたし

たちは、意
い し き

識はないけれど、普
ふ だ ん

段の生
せいかつ

活の中
なか

で、CO2 を出
だ

しているんだ。そしてその量
りょう

は増
ふ

え続
つづ

けて
いるんだよ。例

たと
えば、どんな活

かつどう
動をすれば、空

くうきちゅう
気中の CO2 の量

りょう
が増

ふ
えるのかを調

しら
べてみると、よりそのこと

を実
じっかん

感すると思
おも

うよ。
最
さ い ご

後に、このまま空
くうきちゅう

気中の CO2 量
りょう

が増
ふ

えて、地
ちきゅう

球の温
お ん ど

度が上
あ

がり続
つづ

けると、私
わたし

たちにとって良
よ

くないことが
たくさん起

お
こると言

い
われているよ。だから今

いま
、日

に ほ ん
本だけでなく世

せかいちゅう
界中で空

くうきちゅう
気中に出

だ
す CO2 の量

りょう
を減

へ
らす活

かつどう
動

が行
おこな

われているよ。その中
なか

にはきっとみんなにもできることもあるはず！調
しら

べて、考
かんが

えて、この長
なが

い夏
なつやす

休みに
実
じっさい

際に活
かつどう

動してみよう。みんなの素
す ば

晴らしいレポートをきいちゃんも楽
たの

しみに待
ま

っているよ。

《活
かつどう
動レポートの取

と
り組

く
み方
かた
、書

か
き方
かた
について》

どんな活
かつどう

動を行
おこな

うか、それを活
かつどう

動レポート応
お う ぼ よ う し

募用紙にどのように表
ひょうげん

現するかはみんなの自
じ ゆ う

由だよ。
まずは、本

ほん
や新

しんぶん
聞などを参

さんこう
考にして、自

じ ぶ ん
分が家

いえ
でやってみたいエコ活

かつどう
動をおうちの人

ひと
と考

かんが
えてみよう。

書
か

くときは、活
かつどう

動の内
ないよう

容や分
わ

かったこと・感
かんそう

想などについて、図
ず

や表
ひょう

を使
つか

ったり、区
く ぎ

切ったりして工
く ふ う

夫して
表
あらわ

してみよう。
審
し ん さ

査の基
きじゅん

準は以
い か

下のとおりだよ。こちらも意
い し き

識しながら取
と

り組
く

めると良
よ

いね。

審
しんさきじゅん

査基準
（１） 脱

だつたんそ

炭素（CO2 の出
で

る量
りょう

を減
へ

らすこと）への効
こ う か

果が現
あらわ

れている又
また

は期
き た い

待できること。
（２） アイデアに富

と
んでいること。

（３） 図
ず

、表
ひょう

などを用
もち

いて、分
わ

かりやすく表
ひょうげん

現されていること。

後
うし

ろの面
めん

に過
か こ

去の入
にゅうしょうさくひん

賞作品や参
さんこう

考になるホームページを紹
しょうかい

介しているよ。

・応
おうぼしゃぜんいん

募者全員に参
さんかしょう

加賞をプレゼント！

・保
ほ ご し ゃ

護者の同
どうい

意があった作
さくひん

品の中
なか

から優
ゆうしゅう

秀な作
さくひん

品を選
えら

び、表
ひょうしょう

彰するよ！
昨
さくねんどじゅしょうしゃ

年度受賞者の副
ふくしょう

賞は、自
じぶん

分の名
なまえ

前ときいちゃんのイラスト入
い

りメダルと図
としょ

書カード（5,000 円
えんぶん

分、3,000 円
えんぶん

分、2,000 円
えんぶん

分）だったよ。

今
こんねんど

年度は、何
なに

がもらえるか楽
たの

しみにしていてね。

グラフや写
しゃしん

真、表
ひょう

を
使
つか

って分
わ

かりやすく
説
せつめい

明しているね。

令
れ い わ

和５年
ね ん ど

度入
にゅうしょうさくひん

賞作品




